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論

叢

傳

統
滋
の
瓶
魯
蓮
幣
思
想

　
二
・完
)

耐
夘
十
五

巻

〔第

五
捌

]
八
)

山ハ
⊥八
二

傅

統

派
…
の

肚

會
[
連

帯

思

想
.

(
二
・完
)

米

田

庄

太

郎

ラ四

ラ

メ

ン
ネ
ー

の
醍
會
哲
學

及

び
融
會

連
帯
思
想

く

う
メ

ソ
ネ

ー

(団
節
日
曾
轟
『

一浅
㌣

一。。
い轟
)
は

も

ご

ヵ
ト
ヅ

ッ
ク
激
の
価
値

で
あ

っ
な
が
、
千
八
亘

二
十

二
年

に
彼

の
思
想
は
非
基
督

敷
的

で
あ
る
ご
云

ふ
理
由

で
法
王

か
ら
破
門

さ
れ
セ
。

そ
れ
で
彼

は
同
年
後
天

に
圓
熟

せ

る
彼

の
思

想

の
時
代

に
於
て
は
、
最
早
傳
続
派

に
麟

し
な

い
`
見

る
人
々
も

め
る
が
、
併

し

さ
き
に
も
述

一、
し
如

し

、
傳

統
主
義

を
以
丸
嚴
格

に
カ
ト

リ
ッ
ク
激

の
敏
義

を
信
奉
す

る
も
の

ε
云

ふ
よ
6
は
、
寧

ろ
同
轍
會

の
権

威

を
統

一
の
理
想
的

一
典

型

ご
認

め
る
、
個御
立
な

を

一
哲

學
涙

で
あ

る

ε
見
倣

す

に
於

て
は

、

ラ
メ
ソ
ネ

ー
は

一
生

を
通

じ
て
傳
統
振

の

一
人

ご
認

め
ら

れ
る

の
み
な
ら
す

、
實

に
其

の
.
一
大
互
頭

ξ
認

め
ら

れ
ね
嬢

な
ら

諏
。
暴

れ

彼

の
最
初

の
大
著
作
『
宗
激

の
事

柄

に
閲
す

る
無
開

心

(或

は
無
頓
着

)
に
就

て
」

〔ピ
葡
鴇
巴

圏
二

、冒
臼
蒙

昂
旨
①
窪

ロ

ム日
豊
卑
①
号

「匙
αq
{o
ロ
・
鼻
ぐ
。
}。・・
一。。
く
占
。。
3
)
は
傳

統

涙

の
重
要
著

作
中
景

も
早

く
現

は
れ
た

る
も

の

、

一
で

め

b

、
且

つ
彼
は
傳

統
涯

の
哲
學

を
大
成

し

た
人

℃
あ
る
の
で
、
彼
は
壷

に
同
派

の
砒
會

的
及

び
政
治
的
哲
學

を
徹

底

的
に
完
成

し
た

の
み

な
ら
ず

、
更

に
同
派

の
認
識

論
、
美

學
、
倫
理
學

、
辨
神

論
等
を
も
組
織
的

に
獲

展

へα
せ

泥
か
ら
で

め
る
。
傳

読
振

が
佛
國

哲
學

史
上

に
残

せ
る
永
久
的

大
作

ε
認

め
ら

る
可
き
も

の
は
、
ヅ
、
メ
ー
ト

ル
の



著

作

で
も
、
ヅ
、
ボ
ナ

川
の
著

作
で
も
な

く
、
實

に
ラ

メ

ソ
ネ

ー
の
「
哲

學
草

案
」

(
濁
～
二
「。・沼

ら
⊆
コ
①
勺
げ
一δ
切o
℃ぼ
o
・

恥
く
9
。。・
一。。
七
-
一。。鼻
軌
)
で
あ

る
の
で

め
る
。
.

却
誘

一フ
.メ

ソ
ネ

ー
の
肚

會
哲
學
を
考
究
す

る
に
當

っ
て
、
余

輩

が
特

に
注
目
す

可
き
は
、
先

づ
彼

が
千

八
百
三

十

二
年

に
、
法
王

か
ら
破

門

さ
れ
た
翌
年
公

に
せ

る
「
↓
信
者

の
言
葉
」

(}、p
「2
①
・。
」
、琵

∩
「o
属
コ
r

「
c。
ω
巴

で
あ

る
。

ラ
メ

ソ
・不
ド
は
本
書

を
書
き
し
特

か
ら
、
極
端

な
民

主
主

義
者

ご
な

っ
た
の
で

あ
る
が
、
本
書

に
於

て
既

に

肚

會
問
題

は
共

の
後
疵
會

+工
義

者

か
解

す

る
が
如

さ
意
味

に
て
、
賜
ら

か
に
提
出

さ
れ
て
居

る
の
で
あ

る
。
、今
金

禮

か
ら

見
る
ε
、
「
一
信
者

の
言
葉
」
ば
、

つ
ま

り
悪

の
権
現

こ
し
て
歴

制

の
力
を
識

(
事

を
、
目
的

こ
す

る
も
.の

ε
云
ひ
得
ら

れ

る
。
彼

の
述

ぶ
る
、庭

に
よ
れ
ば

、
世

界

の
現
状

を
観
察
す

な
ε
.
人
間

の
更
、恥
に
自

か
ら

一
の
問

題
が
提

出

さ
れ

て
く

る
、
夫

れ
は
勢
働

者
階
級

に
せ

よ
、
叉
征
服

さ
れ
セ

る
氏
族

に
せ
よ
,
彼

等
を
墜
耕
し

て
居

る
権

威
は
、
果

し
て
眞

の
椹
威

で
あ
る
か
、
或

は
　肛
會

に
於

け

る
統

一
及

び
和
合
の
要
求

の
眞

の
表
出

で
あ
る

か

ご
云

ふ
問
題

で
あ
る
。
而

し
て
良

心
は

之
れ

に
蜀
し

て
、
断
乎

ε
し
て
否
な

`
答

へ
る
。
該

椹
.顕
は
利

己
的

利
益

或

は
愁
情

の
矯

め
に
使
用

さ
れ
る
も
の
で
、
権

威
の
目

的

に
反

す

る
も
の
、
不
法
な
も

の
、
老
朽

せ
る
も
の
で
、

吾
人

は
誤

る
恐
れ
な

し
に
、
其

の
破
滅

を
豫
青

し
得

る
の

で
あ

る
。
斯

く
て
『
一
信

看

の
吉
葉
』
は
黙

示
録

の
形

で

書

れ
て
居

る
の
で
至
く
科
學
的

で
な

い
。

し

か
も
肚

會

思
想
史
、
脛

濟
思
想

史
は
、
決

し
て
本
書

を
看
過
し

て
は

な
ら

訟
。
夫

れ
は
千
八
百

三
十

三
年

に
出
版

さ
れ
て
居

胤
事

に
注
意

せ
ね
ば
な
ら

漁
。
此

の
頃

に
は

ル
イ
、

プ

ラ

論

叢

傳
統
派
の
祉
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

第
+
五
巻

(第
五
號

一
九
〕

六
六
三

9



論

叢

傳
統
涯

の
祉
會
連
帯
思
想

(二
・完
)

鶴
夘
十
五
巻

(第

五
號

二
〇
∀

占
ハ
⊥八
面悶

ソ
の
「
勢
働

の
組
織
』
も
、

ヵ

べ
一
の
「
イ
ヵ
り

一
」
も

、

ペ
ク
ウ

ー
の
著

作
も
ま

だ
現

は
れ

て
居
な

い
。

叉

ブ

ル
ド

ソ
は
ま

だ
世

に
知

ら
れ
す

、
而
し
て

ラ

ッ
サ

レ
や

マ
ー

ル
ク

ス
は

ほ
ん
の
畢
生

で
あ

っ
紀
。
.只

サ

ソ
、

シ
モ
ン
派

ご

ブ
リ

ェ
ー
派

の
み

が
、
　肛
會

組
織

に
深
刻

菰
批

評

を
加

へ
て
居

陀

ゴ
け
で
あ

る
。
併

し
此
等

の
振

に
於

て
は
、

街
ほ
瀧
會

の
位
階
制

度
や
資
本

の
権

利
が
奪

敬

さ
れ

て
居

る
の
で
、
祀

會
問
題

は
ま

だ
其

の
後

肚
會
主

義
者

の
解

す

る
が
如
き
意
味

に
は
、
.解

さ
れ

て
居

な

い
。
.
.

、

然

る
に

ラ
メ
ソ

子
-
は
本
書

に
於

て
、
肚

會
問
題

の
意
味

を
、
其

の
後
耐
會
主
義

者

の
解
す

る
が
如

き
意
味

蔦

明
ら

か

に
解

し
て
居

る
ご
思

は
れ

る
。
本
書

に
よ
れ

ば
彼

は
肚
會
問
題

の
骨
髄

は
、

つ
ま
り
如

何

に
し

て
資
本

家

の
掠
奪

か
ら
勢
働
者
を
救

ひ
、
資
本

家

の
墜
制

か
ら

労
働

者
を
解
放
す

可
き
か

ご
云

ふ
事

に
あ

る
ε
、
解

し
て
居

た

ε
思

は
れ

る
。
而

し
て
此

方
黙

を
明
ら

か
に
す

る

矯

め
に
、
吾

人

の
特

に
注
意
す

可

き
は
、
彼

は
既

に
所

謂
賃

銀

鍼
則

の
観

念
を
明
ら

か
に
誘
逃

し

て
居

る
こ
ざ
で

あ

る
。
此

の
観
念

は
普
通

に
ラ

ツ
サ

レ
の
創
説

ε
見
倣

さ
れ

て
居

る
が
、
ラ
ッ
サ

レ
ー
が
之
を
説

い
た

の
は
、
千
八

百
六
十

八
年

に
公

に
さ
れ

た

『
勢
働

者
讃

本
」

に
於

て
婁
あ

る
。

つ
ま
リ

ラ
メ
ソ

子
…
が
之
を

説

い
て

か
ら
三
十

五
六
年

後

で
あ

る
の
で
あ

る
。

柳

々
賃

銀
鐵
則

の
親
念

の
基
礎

ぜ
な

っ
て
居

る
の
は

.
賃

銀
制

度
ご
貧
民

こ

の
關
係

で
あ
る
が
、

ラ
メ

ソ
子
1

は
此

の
關
係
を
黙
示
的
形
態

に
於

て
述

べ
、
以

て
賃

銀
鐵

則

の
観
念

、
奥

意
を
説
明

し
て
居

る
の

で
あ

る
。
左

に

彼

の
官

葉
を
掲
げ

て
置
く
。



「
八
七
き
後
に
最
初
の
人
間
よ
り
も
よ
り
奸
悪
な
,
叉
よ
り
呪
は
れ
だ
他

の
人
聞
が
現
は
れ
π
。

彼
は
人
間
が
何
庭

に
於
て
も
盆

々
増
加
し
.
且

つ
其
の
増
加
が
無
限
で
あ
る
の
を
見
て
、
自

か
ら
左

の
如
く
考

へ
た
。
即
ち
余
は
恐
く
は
彼
等
の
武
者
を
拘
束
し
て
、
余
の
爲
め
に
働
く
可
一
強
制
す
る
事
が
出
來
よ
う
。
併
し

去
れ
が
爲
め
に
は
彼
等
を
養
は
ね
ば
な
ら
濾
が
、
・そ
れ
で
は
余
の
牧
盆
は
減
少
す
る
で
あ
ら
う
。
此
庭

に

言
置
異

い
方
法
が
あ
る
。
夫
れ
は
彼
等
を
無
代
で
働

か
せ
る
こ
ε
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
賢
際
彼
等
は
死
ぬ
で
あ
ら
う
、

併
し
彼
等
の
数
は
甚
だ
多

い
の
で
め
る
か
ら
.
実
れ
が
大

に
減
少
す
る
ま
で
に
、
余
は
既

に
互
萬
の
富
を
積
む
で

あ
ら
う
。
而
し
て
樹
ほ
常

に
彼
等
の
数
は
十
分
に
痩

っ
て
居

る
.で
あ
ら
う
。

今
此
の
多
数
者
は
、
総

て
彼
等
が
勢
働

ξ
交
換
し
て
受
取
る
庭

の
も
の
で
生
活
し
把
。

右
に
述

べ
し
如
く
考

へ
て
、
好
悪
な
人
は
特

に
彼
等
の
或
者
に
向
ひ
、
左
の
如
く
云
ふ
。

『
汝
六
時
間
働
け
、

そ
う
す
れ
ば
汝
の
働

き
に
勒
し
て
余
は
貨
幣
の

一
片
を
與

へ
る
。
汝
十
二
時
間
働
け
、
そ
う
す
れ
ば
汝
は
貨

幣
の

二
庁
を
得
る
で
あ
ら
う
。

そ
う
し
て
汝
も
汝
の
妻
子
も

一
層
よ
き
生
活
を
管
む
で
あ
ら
う
。」

彼
等
は
好
悪

な
人

の
言
葉
を
信
じ
た
。
そ
れ
よ
り
好
悪
な
人
は
彼
等
に
云
ふ
、

「
汝
は
只

】
.年

の
牢
日
分
し
か
働

い
て
居
な
い
。
そ

れ
で

一
年

の
全
日
分
働
け
ば
汝
の
所
得
は
二
倍
に
な
る
で
め
ら
う
。」

彼
等
は
伺
ほ
奸
悪

な
人

の

言

葉

を
信
じ

ζ

O

+
」

!

今

か
く

の
如
く

に

し
て
、
勢
働

の
分
量
は
、
勢
働

の
需

要

が
増

加
す

る

こ
ご
な

し
二
倍

に
増

加
し
、
暴
れ

ま
で

論

叢

傳
統
涯
の
肚
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

筑
十
五
巻

(第
五
號

二
一)

六
六
五

.

■



論

叢

傅
統
涯
の
肚
會
連
帯
思
想
〔二
尭

)

第
+
五
巻

(第
五
號

二
一;

六
六
六

勢

働

に
よ
り
て
生
活

せ

る
も

の

、
半

分
ほ
、
最
早
傭

主
を

見
出

し
得

な

い
事
に
な

っ
た
。
其

の
時

に
、
彼

等

の
信

用

せ
る
好
悪

な
人

は
彼
等

に
云

ふ
。

「
余

は
汝
等
総

て
に
仕

事
を
與

へ
る
で
め
ち

う
。
併

し
そ

れ
に
は

一
の
條

件

が
必
農
で
あ

る
。

つ
ま

り
.汝

等

は
是

れ
ま

で
ε
同

じ
時

間
働

さ
、
そ
う

し
て
余

は
是

れ

よ
で
汝

静
に
酬

び

し
金

側

の
呉

牛
分
だ
け
を

碗

ふ
で
あ

ら
う
。

足

れ
余
は
汝

等

の
織

め
に
間

り
た

い
が
、
併

し
目

分
が
破

座
す

る
を
徹

し
な

い
か
ち

で
あ

る
。」

然

る

に
彼

等
も
亦
彼
等

の
妻

子
も
、
饑
餓

に
迫

っ
て
居

る
際

で
あ

る
か
ら
、
.彼

等
は
好
悪
な

人

の

提

案

を
.
受

け
、
.且

つ
彼

に
感
謝

し
π
。
是

れ
彼
等

は
、
彼
は
彼

等

に
出
活

を
與

へ
る
も

の
.ご
考

へ
た

か
ら
で

あ

る
。
そ
う

し

て
好
悪

な
人

は
此

の
如
.く

に
勢

働
者

を
欺
き
続

け
て

、
常

に
益

々
彼
等

の
勢
働

を
増
し

つ
＼

常

に
蠢

々
彼

等

の
.

賃

銀
を
減
少
.し
た

の
で
あ
る
。
」

.
ラ
メ

ソ
ネ

ー
は
『
一
信
者

の
吉
葉
」
に
於

て
、
肚
曾

問
題

の
意
味

を
右

の
如

く

に
解

し
た

の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば

夫
れ
は
如
何

に
し
て
解
決

さ
る
可

き
が
。
彼

は
千
八

百
三

+
七

隼

に
公

に
せ
る
『
人
民

の
書
』

(
ピ
ぎ

。
9

℃
窪
覧
ε

に
於

て
之
を
企

だ
て

」
居

る
9
今
本
書

に
於

て
彼

の
論
ず

る
庭

に
よ
れ
ば
、
経
濟
的
改
頁

の
重
要
な

る
は

云

ふ
ま

で
も
な

い
が
、
し

か
ち
夫

れ
で
充

分

で
あ
る

ご
云

ふ
事
は
出
来

な

い
。

更

に
政
治
的
殊

に
道
徳

的
改
頁

が
必
要

で
.

あ

る
。
.窮
民

及
び
賃

銀
勢
働
者

の
救

済
は
、
賃

銀

勢

働

者

の
團
結
成

は
組

合
に

よ
り

て
成
就

さ
れ
る

の
で
あ

ろ

」
.

が
、
此

の
組
合
を
可
能
な
ら

し
め
る
爲

め
に
は
、
勢
働

者

の
間

に
連
帯

の
精

神
が
普
及
す

る
こ

ε
が

必

要

で

あ

.



り

.
更

に
夫

れ
が
爲

め
に
は

、
総

て
の
人

々
に
於

て
義
務

の
念
が
利
己
心

を
塵
倒

せ
ね
ば
奪
ら

の
。

是
れ

フ
メ

ソ

ネ

ー
が
本

書

に
於

て
説
述
す

る
思

想

の
要
領

に
し

て
、
甚

だ
軍
純

で
あ

る
が
「
併

し
ラ

メ
ソ
ネ

」
は
學
者

に
示

す

矯
め
に
本

書
を
害

い
だ
の
で
な

い
こ
ε
に

、
注
意

し
な
け
れ
ば

な
ら

漁
。
彼

の
目

的
は

つ
ま
り
直
接

に
人
民

に
話

し
、
彼

等
を

し
て
彼
等
自

身

の
生
活
蔽
件

を
明
ら

か

に
理
解

せ
し
め
、
彼
等

が
自

か
ら
之
を

改
良

し
得

る
も
の
な

る
こ
ε
、
其

の
手
段
は
彼
等
自
身

の
中

に
、
即

ち
彼

等

が
自

か
ら
硯
就

し
得

る
内

部
的
攣

化

に
存
す

る
こ
ε
を
内

證
明
せ
ん

こ
す

る
に
あ

る
の
で
あ

る
。
要
す

る
に

ラ
メ

ン
ネ

ー
は

、
賃

銀
制
度

の
繍
濟
的
問

題
は
、
遙

か
に
深

奥

な
、
叉
粘
…神
的

性
質

の

一
問
題

の
、
…車
に
外
部
的
方

面

に
過

ぎ
な

い
も
の
ε
考

へ
、
而

し
て
深
く
精

帥
的
根
抵

に

立
ち
入
6
て
、
共

の
根
本
的
解
決

を
圓
ら

ん
こ
し
た

の
で
あ

る
。
而

し
て
彼

が
本
書

に
於

て
説
述

す

る
重
要
な

る

思
想

は
、
根

本
的
に
は
天
龍

上
三
種

に
彙

類
し
得
ら

れ
る
ε
思

ふ
。

」

　【
先

づ
第

】
に
激

烈
な

る
階
級
闘
雫

に
訴

へ
、
只

肚
會

の
富

及

び
利
益

を
、
今

日

の
無
産

者
を

利
す

る
標

に
置

き
替

へ
ん
事

の
み
を
目
的

ご
す

る
革
命
者

の
方

法
は

、
根
本
的

に
無
効

で
あ

る
。
.か

、
る
.方
法
は
悪

の
原

因
を
其

の
儘

に
保
存

し
て
置

い
て
、
只
悪

の
徴

候

を
憂
す

る
だ
け

で
あ

る
。
勢
働
者

、
人

民
は
地
上

に
同
胞
主

義
を
確
立

し
、
榊

の
國
、
愛

の
國
を
建

設
す
可

き
で
あ
る

の
に
.、
然

る
に
彼

等
は
只
自

分
の
み
、
只
自

分
の
利
益
の
み
を
考

へ
、
冊
患
・勘
ご
嫉
妬
必

ε
に
燃
.
へ
て
居

る
。
彼

等

の
欲
す

る
庭

は
、
只
富
盾
を
斥

け

て
、
自

分
等

が
其

の
地

位

を

占

め
ん

ご
す

る
だ

σ
で
あ

る
。
彼

等

は
聴

こ
し

て
は

正
義

の
倉
を
敏

き
、
而

し
て
常

に
慈

善

の
念

を

歎

い
て

居

論

叢
.

傳
統
振
の
砒
會
連
帯
思
想
だ二
・完
」

第
十
五
巻

(第
五
號

二
三
)

六
六
七



噛

論

叢

俳
統
振
の
蕃

進
帯
思
旭
三

∴
刀
)

錐
卜
玉
巻

第

五
號

二
四
)

六
六
八
.

る
り

、

併

し
此

く
て
は
悪

は
決

し
て
滅

び
す

、
永

久
に
在

橿
す

る
で
あ
ら

う
。
抑

々
悪

臥
木
正

議
其
分
物

に

在

る

の

で
、
不
正
義

に
よ
り

て
利
す

る
も

の
が
、
此

の
人

で
あ

る
か
、

か
の
人

で
め

る
か
に
在

る
の
で
な

い
。
人

民
の
使

命
は

一
の
交
響

他
の
支

砦

焚

る
こ
毛

な

い
。
離

職
か
支

岨
す
を

も
塑

り
は
な

い
。

一
切
の
支
離
は
階

級
の
庵
別
、
随

ふ
て
特
構
、
随

ふ
て
利
益
の
衝
突
を
含
み
、
又
上
の
階
級
が
自

分
の
優
位
を
保
持
す
る
嚼
め
に
作

る
法
律
の
力
に
よ
り
て
、
武
者
の
矯
め
に
総
て
の
人
々
、
或
は
殆
ん
ご
総
て
の
人
々
を
犠
牲
に
供
す
る
こ
ご
を
意

味
す

る
。
人
民
の
使
命
、
人
民
の
事
業
は
偉
大
で
あ
る
。
彼
等
は
普
遍
的
家
族
を
作
り
、
神
の
國
を
建
設
し
、
.不

断
の
努
力
に
よ
り
て
、
聯
の
王
国
の
事
業
を
人
類
に
於
て
進
歩
的
に
實
現
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る

ラ

コ
　

ユ

ニ
組
合
、
相
互
扶
助
ば
自
然
が
困
窮
不
幸
の
原
因

に
、
目
薮
蘭
に
封
抗

さ
せ
る
療
法
で
め
る
こ
す
る
も

し
カ

く
も
之
を
破
壊
的
な
或
は
生
産
的
な
諸
勢
力
の
輩
な
る
結
合
適
者

へ
て
は
な
ら
臓
。
組
合
は
相
互
的
信
用
を
必
要
ざ

す

る
。
夫
れ
は
組
合
員
の
精
帥
的
水
準

に
依
存
す
る
。

一
致
結
合
風
力
を
造
る
が

↓
致
結
合
を
造
る
ぢ
の
は
、
義

務
及
び
義
務
の
服
従
で
あ
る
。
.

人
民
は
生
活
資
料
を
峡

い
て
居

る
。
是
れ
他
人
が
彼
等
の
勢
働
の
果
賃
を
奪
取
す

る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
此
の

悪
は
何
庭
よ
り
生
す

る
か
。
是

晒
人
民
は
各
々
孤
立
し
て
居
て
、
資
本
ご
勢
働

ε
の
間

の
眞
の
競
争
を
確
立
し
、

且

つ
之
を
保
持
す
る
手
段
を
無

い
て
居

る
か
ら
、
自
か
ら
防
衛
す

る
方
法
が
な
く
.
彼
等
を
使
役
し
掠
奪
す
る
人



O

入

の
食
慾

し
全

く
支
離

さ
れ

て
居

る
が
爲

め
で
あ

る
。
然
ら

ば
彼
等
は
如
何

に
し
て
、

か

、
る
状
態

を
醸
す

る
こ

曽

ε
が
出
來
る
か
。
夫
れ
は

一
致
團
結
す
る
こ
ご
、
組
合
を
作
る
こ
ご
に
よ
り
て
貸
あ

る
。

一
人
の
成
し
得
な
い
こ

ご
も
、
二
人
か

、
れ
ば
成
し
得
ら
れ
、
千
人
か

、
れ
ば
更

に
よ
く
成
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

併
し
如
何
な
る
組
合
も
、
組
合
員
の
相
互
信
用
、
誠
實
、
道
徳
的
行
徳
、
随
ふ
て
賢
剛
惟

る
経
済
を
基
礎

ビ
す

る
に
非
ら
ず
は
、
存
立
す
る
を
得
す
、
榮

へ
る
こ
ε
が
田
楽
な

い
。
義
務
の
厳
格
な
る
實
行
は
、
組
合
の
必
要
峡

く
可
か
ら
ざ
る
條
件
で
あ
る
。
更

に
義
務
は
組
合
を
産
み
出
す
原
理
に
し
て
、
組
合
は
義
務

か
ら
白
猿
的

に
生
れ

る
の
で
あ
る
。

　
ラ三
今
耽
會
問
題
の
解
決
は
.
革
命
即
ち

批
會
的
條
件

の

急
激
な
る
世

さ
替

へ
に
よ
り
て
望
ま
れ
る
事
が
出
京

く
す
、
之
を
組
合
及
び
組
合
の
道
徳
的
條
件
に
求

め
な
け
れ
ば
な
ら

鉛
こ
す

る
ご
、
砒
會
問
題
は
決

し
て

一
定
の
目

に
於
て
西
明
確

に
解
決

さ
れ
得
な

い
で
あ
ら
う
。
人
間

の
本
分
其
物
の
如
く
、
肚
會
問
題
の
解
決
は

一
の
化
成

で

.

あ
る
、
即
ち
漸
次
的
に
實
現
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
経
濟
的
事
實

ざ
道
徳
的
進
歩
こ
の
間

に
は
、
親
密
な

る
相
互
作
用
が
行
な
は
れ
て
居
て
、

一
切
の
経
済
的
政
良
は
道
徳
的
激
化

の

一
手
段
こ
な
る
を
得
、
又
道
徳
的
教

化
の

一
切
の
完
成
は
.
縄
濟
的
改
良
の

一
手
鼓

ε
な
る
こ
ξ
が
出
水
る
の
で
あ
る
。

「
持
続
す
可
き
何
物
も
、
時

の
助
け
に
依
ら
す
ば
、
或
は
組
織
的
力
の
徐
々
の
併
し
確
固

た
る
作
用
に
依
ら
す
ば
、
成
就
す
る
も
の
で
な
い
」

「
解
放
さ
れ
た
勢
働
、
自
か
ら
の
主
ピ
な
れ
る
労
働
は
世
界

の
圭

で
あ
る
で
あ
ら
う
、
是
れ
勢
働
は
.
創
造
者
が

論

叢

傳
統
菰
の
祉
櫓
連
帯
思
想
(一∵
先
憎

第
十
五
巻

〔第
弧
號

二
五
)

六
六
九

9



論

叢

傅
続
滋
の
泄
會
連
帯
思
想
(}
.下露
)

第
+
玉
巻

第
五
號

二
六
)

六
七
〇

㌧
人
類

に
課
す
る
人
類
の
活
動
其
の
物
で
あ
る
か
ら
で
め
る
」

「
さ
れ
ば
勢
働
者

よ
、
勇
氣
を
振

へ
。
諸
君
は
自
身

に
於
て
鉄
く
る
庭
な
く
、
叉
紳
は
諸
君
を
見
捨
.て
な

い
で
あ
ら
う
。
諸
君
の
努
力
の
各
々
は
共
の
實
を
結
び
、
.諸

.

君
の
運
命

に
於
て

一
の
改
良
を
導
き
、
而
し
て
夫
れ
よ
b
連
綾
的

に
益

々
人
な
る
改
頁
が
成
就
さ
れ
、
遂

に
完
全

に
更
生
せ
る
土
地
は
、

一
家
族
が
共
同
的
に
耕
作
し
、
李
和
に
其

の
収
穫
を
易
配
す

る
田
畑

の
如

く
な
る
日
が
摩

る
で
あ
ら
う
。
」

「
諸
君
の
安
寧
が
増
進

し
て
、
身
膿
の
欲
望
の
爲
め
に
鑑
く
す
努
力
が
減
少
す
る
に
伸
な
ふ
て
、

他
の
性
質
の
欲
望
が
諸
君
に
於
て
醒

め
、
之
れ
を
充
足
す

る
に
適
す

る
暫
養
物
が
要
求
さ
れ
る
で
め
ら
う
。
諸
君

は
智
識
を
求

め
、
而
し
て
之
を
獲
得
す
る
こ
ε
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
足
れ
精
神
を
修
養
し
、
學
問
を
學

ぶ
に
必

要
な
る
手
段
も
暇
も
、
最
早
諸
君
に
鉄
け
な
い
で
あ
ら
う
か
ら

で
あ
る
。
其
の
時

に
は
今
日
諸
君
に
於
て
睡
れ
る

秘
密
な
る
諸
勢
力
は
、
諸
君
に
於

て
新
し
き
賢
在
物
ご
し
て
爽
達
し
、
価
し
て
夫
れ
は
絶

へ
す
普
及
す
る
知
識
に

よ
り
て
、
叉
之
れ
に
伴
な
ふ
藝
街
並

に
其
の
精
妙
な
る
享
楽
の
感
情
、
及
び
眞

`
美

ε
の
静
観
が
生
す
る
内
部
的

な
、
蠢
き
る
庭
な
き
喜
蜆
に
よ
り
て
、
絶

へ
す
生
長
す
る
で
あ
ら

う
。
」
「
物
質
的
及
び
知
力
的
な
る
此
等
一
.一種

の

完
成
に
、
第
三
種
の
道
徳
的
完
成
が
加
は
る
で
あ
ら
う
、
而
し
て
夫
れ
な
く
ば
物
質
的
及
び
知
力
的
完
成
は
、
決

し
て
成
就

し
な

い
で
あ
ら
う
。
暴
れ
道
徳
的
完
成
に
根
柢
を
有
せ
ざ
れ
ば
、
如
何
な

る
完
成
も
成
立
し
な

い
か
ら

で
あ
る
。
総
て
此
等
三
種
の
完
成
は
相
互
に
連
絡
し
.
相
互
に
助
け
合
ふ
の
で
あ
る
。」

ラ
メ
ソ
ネ
ー
は
右

に
述

べ
し
思
想
を
、
更
に
肚
會
哲
學
の
原
理
に
結
び
附
け
て
内
以
て
其

の
深
義
を
究
明
せ
ん



ε
企
だ
て
、
千
八
百
四
十

八
年

に
、
彼

の
最
後

の
著

作

「
第

一
肚
會
及

び
其

の
法
則

に
就

て
、
或
は

票
数

に
就

て
」

(
U
D
げ

。。。
。
蜂

師
鷲
Φ
量
?
①
辞

号

。・2

び
『

2

α
。

す

邑

噛σq
び
目
・)
を
公

"
し
て
居

る
。

そ
れ
で
余

は
更

に
本
書

.

に
よ
り

て
、
ラ
メ

ソ
ネ

ー
の
肚

會
哲
學

の
根
本

原
理
を
考
究
す

る
こ
、ご

、
す

る
。

本

書
.は

「
或

は
宗
激

に
就

て
」

ε
も
題

さ
れ
て
居

る
か
ら

、
実

れ
に
就

て
少

し
く
辮
述

し
て
置

く
必
要
が

め
る

ε
思

ふ
が
、
此
虞

に
宗
激

ε
云

ふ
は
、
ヅ
、
ボ
ナ

川
の
用

ひ
た
新

し

き
意
味

に
解

さ
れ
て
居

る
の
で
、
肚
會
的
紐
帯
.

ε
か
・
統

τ

か
云
ふ
高

じ
意
味
の
も
の
で
る
る
。

つ
ま
り
宗
轡

は
再
び
結
び
附
け
る
も
の
、
結
合
す
る
も

㊨
ご
解
さ
れ
て
居
る
の
で
、
決
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
激

の
信

仰
を
意
味
す

る
も
の
で
な

い
の
で
あ
る
。
賓

に
ラ
メ
ン

ネ

ー
は
本
書
に
於
て
ほ
ざ
、
彼
が
彼
の
幼
年
の
信
仰
か
ら
離

れ
た
事
を
明
に
示
し
た
庭
は
居
い
。
彼
の
主
旨
は
基

督
敷
の
漱
義
の
辯
護
を
な
し
.
夫
れ
よ
り
肚
曾
問
題
の
解
決
を
引

き
出
す
よ
り
は
、
寧
ろ
基
督
激
の
激
義
を
斥
け

る
に
あ

っ
た
こ
思
は
れ
る
。
此
庭

に
彼
は
宗
激
の
概
念
ε
超
自
然
者
の
概
念
ε
の
間

の
永
き
因
襲
的
連
合
を
、
破

ら
ん
さ
す
る
傾
向
を
示
し
て
居
る
。

本
書

に
於
て
は
、

ラ
メ
ソ
ネ
ー
は
先
づ
神
は
宇
宙

に
内
在
的
で
あ
る
ε
云
ふ
観
念
か
ら
し
て
、
.實
在

の
法
則
は
、

即
ち
聯
的
法
則
其
物
で
あ
る
ε
考

へ
、
叉
肚
會

の
法
則
は
自
然
の
法
則
ご
異
な
ら
ざ
る
も
の
ざ
考

へ
.て
居
る
。
蓋

し
宇
宙
は
総
て
の
部
分
が
、
相
互

に
依
存
す

る

一
の
肚
曾
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
肚
會
は
三
階
段
を

な
す
。
最
低
階
段

に
於
て
は
無
機
物
の
壮
會
が
あ
る
。
是
れ
無
機
界
は
太
れ
が
成
り
立
つ
實
在
物
の
全
腸

に
於

て

論

叢

傳
熱

の
答

連
帯
愚

(二
・完
)

.

第
†
五
巻

第

五
號

二
志

異

志

,



論

叢

傳
駿

の
肚
蓬

帯
懸

三

・完
)

第
+
五
巻

(第
五
號
.

二
δ

六
七
二

只
諦
種
類
を
統

一
弍
導
く
庭

の

一
の
張
ざ
連
帯
性
に
よ
り
て
の
み
、
存

立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
此
庭

に
吾
人
は
現

象
の

一
般
的
法
則

日
化
學
的
法
則
や
鑛
物
學
的
法
則
の
如
き
型
の
特
殊
的
注
則
ご
を
見
出
す
。

.

次
の
よ
り
高

き
階
段

に
於
て
、
有
機
的
生
物
の
肚
會
が
あ
る
。
植
物
生
活
殊

に
動
物
生
.活
に
於
て
は
、
.吾
人
は

「

霞

必
然
的
法
則

に
依
で
支
配
さ
れ
て
居
る
が
、
し
か
も

冨

遙

歩
せ
る
肚
會
の

蕨

態
態

す

る

一
の
新
節
域

に
入
め
込
む
。
此
庭

に

肩

密
接
な
る
關
係
が
増
加
し
.
且

つ
種

々
様

々
に
攣
化
す
る
。
動
物
は
道
徳
的
自
由
を

鉄

き
、
全

く
本
能

の
法
則

に
依

て
支

配

さ
れ

て
居

る

が
、
.し

か
も
権
利
及

び
義

務
の
關
係
は

、
彼
等

の
間

に
段

々

明
白

に
現

は
れ
て
居

る
ギ」
ξ
を
見

る
。
権

利
及
び
義

務

は
彼

等

の
問

に
於
て
も

、
人
類
肚
會

に
於
け

る
`
棋
本
的

に
筒

一
で
め
つ
て
、
、只
よ
り
狭
き
且

つ
　

少
な
き
關
係
を
含
む
だ
け
で
宏

。
生
物
の
肚
寓

生
活

の
他

の

一
方
面
は
、
洛
生
物
が
惹

す
る
範
薯

於
て
、
吝

ハ其

の
存
在
す
る
芸

ふ
事
だ
け
に
よ
り
て
、
種
の
据

に

協
力
し
、
叉
之
な
制
限
す
る
二
重
の
機
能
を
管
む
事
で
あ
る
。
各
生
物
は
全
被
造
物
が
依
は
以
て
保
存

さ
れ
る
法

則
に
從
ひ
、
右
の
椹
能
を
去
れ
夫
れ
の
範
域
に
於
て
行
な
ひ
つ
・
相
互
に
他
に
よ
り
て
生
存
す
る
。
動
植
物
は
相

互
に
他

の
瞥
養
物
に
し
て
、相
互
に
他
に
己
の
實
在
及
び
實
在
の
諸
要
素
を
與

へ
る
。
各
生
物
の
死
は
総

て
の
生
物

.
の
生
活
の
條
件
で
あ
る
。
而
し
て
他

の
生
物
形
態
を
産
幽
す

る
爲
め
に
相
結
合
す

る
此
等
の
無
敷
の
要
素
、
此
等

の

箇
別
的
形
態
の
絶

へ
ざ
る
混
雑
の
中
に
、
.よ
り
高
等
な
完
全
な
形
態

へ
の
秘
密
な
恒
常
的
な

「
傾
向

分
存
在
す
る

如
(
、
叉
之
を
實
現
す

る
爲
め
の
不
断
の
努
力
が
行
な
は
れ
る
。
而
し
て
此
の
相
互
的
破
壊

の
絶

へ
ざ
る
仕
事
は
、



最
高
形
聾

の
打
ち
勝
ち
讐

向
上
高

瞠

、
ス

】
・
相
互
的
愛
・
其
藷

形
態
の
鋸

的
牽
引
を
含
む
・

最
高
階
段
。
於
て
警

的
な

畠

な
窪

物
即
ち
人
間
の
審

が
あ
・
。
人
間
は
己
を
認
識
し
・
轟

を
認

識
著

霜

反
す
る
行
動
・
動
機
を
馨

・
與

へ
・
有
限
護

び
無
磐

ピ
の
直
播

關
係
に
於
て
・
被
管

相

.
謁

畠

碧

し
、
而
し
箕

の
畠

援

筥

聾

が
、
蓬

の
よ
嵩

繁

る
欝

・
達
す
鼠

ご
・
益
々

増

大
す

る
。
此
自
由

は
人
間

に
法
則
を
破

る
能
力

を
與

へ
、
道
徳
的
悪

を
可
能

な
ら

し
め
る
・
叡

智
ご
自
由

ご
は

不
可
離
的
で
あ
る
か
ら
、
叡
駕

な
・
人
間

の
霧

は
、
動
物
肚
會
の
蓮
欝

進
化
詠

な
ら
す
し
て
・
同

一
の

原
理
.
二

胡
の
存
在
の
並
・
遍
的
僚
甦

に
根
本
的

犠

享

を

は
云

へ
・
し
か
も
同

一
の
根
本
的
法
則
の
支
配

の
下
で
、
密

に

一
の
新
し
き
階
段
を
成
す
の
み
な
ら
す
、
又
肚
會
の

一
の
親

し
き
都
響

成

す

の
で
あ
る
・

砒
會
の
起
源
は

一
の
無

料
學
の
取
扱
ふ
特
殊
箇

題

で
な

い
。
肚
裡

何
害

も
存
す
る
・
持

番

は

「

詮

會

・
外
な
亮

か
ら
で
碧

。

・
れ
ば
人
間
審

の
始
源

藻

発
す
豊

至

は
・

つ
　

星
・
霧

・
植

物
、
動
物
等

に
よ
り
て
作
ら
れ
・
下
等
な
肚
會
か
ら
、
人
間
肚
曾
を
庭
別
す
・
も
の
は
何
で
あ

る
か
を
・
探
究
す

・
事
を
意
味
す
る
の
で
め
・
、
而
し
て
入
間
肚
會

の
特
性
を
な
す
も
の
は
・
理
讐

岳

ざ
に
し
て
・
之
れ
に
ポ

り
て
法
則
を
認
識
す

る
こ
ε
、
及
び
之
を
破
る
こ
ご
が
同
時
に
可
能

ε
な
る
の
で
め
る
。
.理
性
及
び
自
由
は
歴
史

の
進
行
中
、
特
殊
雨
請
肚
會

に
於
て
人
間
的
能
力
が
獲
達
す
る
ほ
ご
、
益

々
著
し
く
表
現
す

る
。
さ
れ
ば
道
徳
的

悪
`
之
に
謝
す

る
闘
争
ご
は
、
人
聞
胤
會
を
特
質
附
け
る
の
で
、
斯
く
て
吾
人
は
肚
會
阻
題
に
接
し
て
く
る
の
で

.論

、叢

傳

譲

の
肚
會
連

意

想
三

・
完
〉

第
+
五
巻

(第
義

二
九
)

六
さ

二



r

、

論

叢
.

傅
航
海
の
肚
會
連
帯
思
想
一、二
・完
》

第
†
五
巻

(第
五
號

三
〇
)
.
六
七
四

あ

る
。

一
切

の
砒

會
は
宇
宙
其
物

ε
同
じ
く
、
統

】
-の
注
則

ご
箇

性

の
法
則
ε

の
二
重

の
法
則

に
支

配
さ
れ
る
。
統

一

の
傾

向
な
く
は
、
至

る
庭

に
分
散

、
破
壊

、
.絶
滅

が
行

な
は
れ

る
で
あ
ら
う
。
是

れ
實

在
物
は
彼
等

に
謝

し

て
存

在

の
根
源
其
物

で
あ
る
庭

の
原
理
即

ち
耐

か
ら
孤

立
す

る
か
ら

で
あ

る
。
併

し
叉
箇
性

の
傾
向

な
く
は
、
實
在
肋
.

は
榊

に
於

て
吸
牧

さ
れ
.、
紳

ε
同

　
化

し
、
.最
早
貿
在

で
は
な

～
、
輩
に
可
能
性

た
る
に
過
ぎ
な

い
も

の
ε
な

る

「

で
あ
ら
う
。
意
識

ε
自

由

ε
は
統

一
の
法
則

か
ら
義

務
の
原
理
を
作
り
、
箇

性
の
法
則
か
ら
権
利
の
原
理
を
作

る
。
義
務
は
犠
牲
即
ち
各
蟹
走
物
、
各
種
が
他
の
爲
め
に
存
在
し
、
種
.の
岡
争
其
物
は
統

一
ご
調
和
ご
を
確

か
め
る

.

一
手
段

に
外
な
ら
な

い
庭
の
宇
宙
の
、
深
奥
な
る
法
則
ご
同

一
で
め
る
。
纏
利
の
原
理
は
、
動
物
に
め
り
て
遺
存

.

機
的
類
型
保
存
の
傾
向
、
人
類
に
あ
b
て
は
箇
別
的
有
機
騰
保
存
の
傾
向

に
於
て
認
め
ら
れ
る
。
権
利
は
宇
宙
に

於
て
特
有

の
愈
義
を
有
す
る
。
是
れ
権
利
?

ば
箇
艦
は
.消
滅
し
、
絶
劃
的
続

一
中
に
吸
敗

さ
れ
て
仕
舞
ふ
か
ら

で
あ
る
。
併
し
罹
利
は
義
務
に
、、
即
ち
正
義

に
、
更
箱

互
的
愛
に
麗

し
な
け
れ
ば
な
鼠

。
然
ら
ざ
れ
ば
椹

利

は
純

利
己
心

、
即

ち
妬
壌

ε
絶

滅

ξ
の
原
理

蓬
な

る

で
あ
ら

う
。

.

.

`

「

か
く
て
吾

人
は
嚴
密
な

る
意
味

に
て
云

ふ
社
倉

問
題

に
接
し

て
く

る
。
権

利

の
特

に
著

し
き
表
現
は
財
産

所
有

権

τ

め
る
。
箇
性

の
表
現

は
有
機
幽
服
に
し

て
、
財
産
所

有
罹

は
外
部
化

さ
れ
た

る
有
.磯
騰

で
あ

る
。

財
産
所

有
権

績

奮

な
纏
利
,
一
の
必
備

な
、
破
壊
し
難
き
悪
で
あ
る
、
し
か
も

一
の
悪
で
あ
る
嬉

鵠

財
産
飢
有
椹

'

9



ば
肚
會
的
關
儂

の
破
醜
の
原
理
に
し
て
、
之
を
匡
正
す

る
も
の
は
任
意
的
憐
牲
で
あ
る
。
任
意
的
犠
牲
は
鳳
胞
的

、分
配
に
よ
り
て
現
は
れ
、
宗
激
は
是
.れ
ま
で
其
の
象
徴
で
あ

っ
た
。
さ
れ
ば
総
て
道
徳
.
宗
敏
、
激
育
は
財
産
所

有
椹
を
制
限
し
、
其

の
利
己
的
濫
用
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
阻
、
財
産
所
有
権
を

一
の
絶
射
的
権
利
ε
考

へ
る

・

人
は
、
肚
會
か
ら
孤
立
す
る
。
併

し
肚
會
か
ら
孤
立
す

る
箇
人
は
、
理
性
的
で
お
る
可
き
其
の
本
分
を
充
た
す
こ

蓬
が
出
水
な
い
。
是
れ
本
能
的
生
活

か
ら
人
間
を
解
放
し
、
其
の
特
性
を
凝
蓮

さ
せ
る
機
會
を
人
間
に
與

へ
る
も

の
は
、
肚
會
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

■

悪
は
箇
性

に
あ
る
。
足
れ
簡
性
は
神
的
本
質
の
制
限
」を
意
味
す

る
か
ら
で
あ
る
。
箇
性
は
自
己
の
爲
め
に
生
活

せ
ん
ご
す
る
意
志
が
愚
な
る
如
一
、
悪
で
あ
る
。
さ
れ
ば
現
代
肚
會

に
於
て
呈
出
さ
れ
る
庭
の
肚
曾
問
題
は
、
つ

ま
り
悪
に
謝
し
て
永
久
的

に
行
な
は
れ
る
囲
争
の
、

一
新
方
面
に
外
な
ら
な
い
の
で
め
る
。

併
し
此
の
悪

に
封
ず
る
闘
争
は
如
何
に
し
て
可
能

で
あ
る
か
。
是
れ

一
切
の
憩
學
の
裏

に
隠

れ
て
居
る
問
題
で

あ
る
。
其
の
解
決
は
帥
ご
宇
宙
`
の
關
係
、
神
的
意
志
ε
人
的
意
志

ε
の
關
係
が
如
何

に
考

へ
ら
れ
る
か
に
よ
り

て
定
ま
る
。
悪
の
原
理
を
善
の
原
理
ご
共

に
永
久
的
で
あ
る
ε
見

る
二
元
主
義
、
論
理
的
に
悪
を
絶
対
的
に
否
定

、

す

る
に
至

る
分
出
主

義
、
原
罪
の
宿
命
的
遺
傳
を
信

ず

る
棘
學
誘
導

は
、
問
題

の
與

料
を
曖
昧

な
ら

し

め
、
其

の

解

決
を
不
可
能

な
ら

し
め

る
。

さ
れ
ば
吾

人
は
普

遍

的
必
然

の
自
然
主

義
も
、
亦
人
間

の
自
由

を

一
の
超
自
然
的

秩

序

に
全

く
從
厨

さ
せ
る
信

仰
も
、
共

に
之

を
斥

け

ね
ば
な
ら

澱
。
悪

に
劃
す

る
闘

争

に
於

て
、
前
者

は
全
く
棘

.

論

叢

傳
統
派
の
就
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

第
↑
王
春

(第
五
麗

三
一
)

六
七
五

,

.



論

叢

傅
続
涯
の
祉
會
連
帯
思
想
(二
・完
)
.

第
+
五
巻

(第
五
號

三
二
)

六
七
六

の
作
用

を
否
定

し
、
後
者

は
全

く
入
間

の
作
用
を
否

定
す

る
。
吐

く

て
両
者
共

に
矛
盾

を
含

む
の
で
あ

る
。

紳
學
的
意
味

に
解
す

る
が
如

き
超
自

然
的
秩
序

は

存
し
な

い
。
併

し

一
は
紳

に
、
他

は
被
造

物
に
關
…す

る
二

つ

の
秩
序

が
存
す
・
。
而
し
て
此
等

二
つ
の
秩
序
藩

接
に
馨

し
て
居
・
の
で
、
五
・
人
は
第

一
の
秩
序

彦

離
れ

て
第
二

の
秩

序

を
君

へ
る

こ
・し
が
出
來

な

い
。

か

、
る
場

合

に
は
被
造

物
は
實
在

の

一
切

の
可
能

性
を
取
り
云
ら

れ

て
、
直

ち

に
潰
滅
す

る
。
蓋

し
継
て
は
紳

か
ら
來

り
、
肺

に
よ
り

て
生

き
る

か
ら

で
あ

る
。

総

て
の
も
の
は
必

然

的
制
限

の
下

で
、
神

の
實
膿

及

び
其

の
實

瞠

に
本

褥
的
な

る
諸
性
質

に
参

加
す

る
の
で
、
か
く

て
軍

に
道
徳

的

薮

ε
云

ふ
だ
け
で
な

一
、
根
本

的

に
現
實
な
、
實

膿
的

な

一
致

ざ
云

ふ
意
味

に
て
、
帥

に
結

合

さ
れ
る

こ
ご
は
、

総
て
の
も
の
」
存
在

の
、
第

一
次
的
な
、
絶
謝
的
な
、
必
要
で
あ

る
の
で
あ
る
。

夫
れ
よ
り
し
て
、
必
然
的
に
匠
別
さ
れ
な
が
ら
、
叉
必
然
的

に
結
合
」δ
れ
る
二
つ
の
秩
序

に
關
す

る
、
二
つ
の

普
遍
的
法
則
が
あ
る
。
是
れ
被
造
物
が
存
纏
す

る
短

め
に
は
、
各
賞
在
物
が
其
の
本
性

に
從
ふ
て
箇
別
的

に
保
存

さ
れ
獲
達
す
る
こ
ε
が
必
要
で
あ
り
、
叉
各
賞
在
物
が
其
の
本
性
に
從

ふ
て
保
存
さ
れ
、
獲
達
す

る
矯

め
に
は
、

夫
れ
が

一
部
分
を
な
す
全
艦
、

及
び
絶

へ
ず
其
の
實
在
を
附
與

さ
れ
る
原
本
的
原
理
に
、

常
に
結
び
附
け
ら

れ

て
居
る
事
が
必
裏
で
め
る
か
ら
で
あ
る
。
夫
れ
よ
り
し
て
統

一
.の
法
則
ご
箇
性
の
法
則
ε
が
成
立
す

る
。
而
し
て

・之
れ
に
謝
癒
し
て
、
二

つ
の
相
異
な
れ
る
傾
向
、

一
は
紳

へ
の
傾
向
、
他
は
己
れ
自
身

へ
の
傾
向
が
成
立
L
、
随

ふ
麦

伺
時
に
此
等
二
つ
の
傾
洵
に
從
壷

在
物
を
強
制
す
る
方
面
は
相
反
す
る
が
、
併
し
均
し
錆

欝

な
る

9



㌦

鴨

昌

二

つ
叫
ソ衡

一軌

ゲ
生
す
る
。
而
し
て
両
者
の
結
合
か
ら
し
て
、
宇
宙
の
秩
序
或
は
調
和
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

必
然
が
支
配
す

る
庭
で
は
、
何
物
も
其
筈
の
法
則
の
作
用
に
反
射
し
な

い
か
ら
、
宇
宙

の
秩
序
は
決
し
で
璽
す

る
こ
ご
が
出
家
な
い
。
宇
宙
の
秩
序
は
只
自
由
な
る
實
在
物
の
、
有
効

に
し
て
放
肆
な
、
或
は
不
規
律
な
意
欲

に

よ
り
て
の
み
、
掩
臨
さ
れ
得

る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
入
間
は
自
由
な
る
實
在
物

ご
し
て
、
或
度
に
於
て
宇
宙

の
秩

序

を
飢
す
力
を
有
す

る
ε
は
云

へ
、
夫
れ
は
勿
論
法
則
を
夫
れ
自
身
に
於
て
鍵
更
す

る
ε
云
ふ
意
味
で
は
な
く
、

統

一
の
法
則
を
箇
性
の
法
則
に
從
騰
さ
せ
て
、
両
者

の
調
和
的
關
係
を
混
観
す
る
ご
云
ふ
意
味
で
あ
る
。
而
し
て

人
間

の
有
す
る
此
の
力
は
、
目
撥
性
の
内
部
的
原
理
ε
共
に
、
其
筈
二
つ
の
法
則
の
知
識
を
含
む
。
暴
れ
意
欲
す

る
爲
め
に
は
認
識
し
、
更

に
愛
せ
ね
ば
な
ら
諏
か
ら
で
あ
る
。
決
定
的
な
牽
引
力
を
有
し
な
い
軍
純
な
る
知
識
は
、

決
し
て
行
動

に
化
し
な
い
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
自
由
は
容
智
ご
共

に
生
ま
れ
、
其
の
範
域

の
廣
さ
に
關
し
て
は
、
容
智

に
正
比
例
す
る
。
而
し
て
容
智

は
之
れ
に
恋
す

る
愛

が
、
同
時

に
生
ま
れ
る
に
非
す
ぼ
、
生
ま
れ
る
こ
ε
が
出
來
な

い
。

悪

に
封
ず
る
闘
争
は
自
由
の
正
當
な
る
運
用
、
或
は
秩
序

の
規
定
に
合
致
す

る
仕
方
に
て
内
部
的
な
自
由
な
力

を
使
用
す
る
こ
ご
を
、
意
味
す
る
。
此

の
闘
争
は
人
間
の
自
然
的
及
び
永
久
的
任
務
、
彼
の
日
常

の
仕
事
、
人
間

が
依
て
以
て
存
立
す

る
法
則
の
力
に
よ
り
て
、
彼
が
直
接
に
成
就
す
る
仕
事

へ併
し
其
筈
の
洪
則
其
物

に
含
ま
れ
.

る
威
の
、
瀞
の
協
力
、
神

の
働
き
な
く
は
成
就

さ
れ
難
き
仕
事
)
で
あ
る
。

論

叢

偲
統
涯
の
肚
曾
連
帯
思
想
(一
…・完
)

箪
†
五
巻

(第
五
號

二
三
)

六
七
七



「

論

叢

傳
統
派
の
肚
會
連
帯
思
想
〔二
・完
)

第
†
五
巻

(第
五
號

三
四
)

六
七
八

疑

も
な
く
、
悪

に
封
ず

る
岡
争

に
於

て
、
自
由

は
.共

の
儘

に
て
存
鞭

し
な

い
。

さ
れ
ご
弱

め
ら

れ
た
自
由
を

以

、て
、
人
間

は
常

に
夫

れ
自
身

に
於

て
、
自

か
ら

高
ま

る
力
を
有
す

る
。
八
間

は
自

か
ら
欲
す

る
な
ら
ば
秩
序

の
中

に
再
び
入
り
込

み
、

あ
る
が
如
き
悪
實

在
物

か
ら

、

再

び
書

賃
在
物

`
な
り
、
再
び
其

の
意

欲
に
正
し

き
方
向

を

與

へ
て
、
己

れ
自
身

に
於

て
悪
を
征
服
す

る

こ
ε
が

出
家

る
の
で
あ

る
。
.

進

歩

ε
は

右
の
如
く

熊
解

さ
れ
た

る
、
悪

に
封
ず

る
闘
争

で
あ

る
。
併

し
進

歩
は
只
被
造
物

の
規
律

的
獲
達

に

外

な
ら

楓
か
ら
、
夫

れ
は
悪

の
原
因
を

賜

め
つ

ン
、
絶

へ
す
悪

を
減
少
す

る
傾
向
を
有
す

る
。

今
容

智

が
獲

達
し
、

又
之
れ

ε
共

に
容
智

に
勤

思
す

る
愛

、
井

に
両

者

ε
共

に
自
由

が
獲

達
す

る
に
從

ふ
て
、
即

ち
進

歩
が
成

就

さ
れ

る

」
從

ふ
て
、
人
間

は
益

々
高
等

躍

る
生
活

を
瞥
み

.
盆

々
有
機
物
及

び
其

の
勢

力

か
ら

解
放

さ
れ
る
。

さ

れ
ば

人
類

の
改
善

、
或

は
復
元
ε
云

ふ

こ
ご
は
、
其

の
成

長

ご
密
接

に
結

合
す

る
、
歪

な

つ
ま
り
其

の
成

長
其
物

、
即

ち
紳

へ
上

る
其

の
自

然
的

運
動

に
外
な
ち

諏
。
吐

く

て
人
類

に
於

て
は
常

に
善

は
増

し
、
悪
は
減
す

る
で
あ
ら
う

。

此

の
黙

に
於

て
人

々
が
屡

々
誤

る
の
は
、
暴

れ
彼
等

は
国
民

よ
り
は
箇

人

に
、
又
人
類

企
鵬

よ
り
は
國
氏

に
着

目

す

る
か
ら

で
あ

る
、
叉
進

歩
其
物

の

一
結
果

は
、
入

間

の
知
的
水
準

を
高

め
、
八
間

を
益

々
善
悪

の
最

上
智
識

に

導

く

こ
ε
に
よ
b

て
、
人
間

が
現

に
有

す
る
善

の
感

情
を
、
彼

が
街

ほ
鉄

い
て
居

て
、
而
し

て
彼

の
目

が
將
來

に

於

て
獲
見
す

る
善

の
戚
情

よ
b
も

、
開

く
す

る
か
ら

で
あ
る
。

永
久
不
攣

な
、
而
し

て
事
物

の
性

鎮

の
善

悪

に
從

ふ
て
、
僅

に
相

貌
を
愛
す

る
だ
け
の
小
敷

の
法
則
が
、
宇

宙

'
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の
秩
序

を
支

配
し
、
実
れ

か
ら
外

れ
る
総
て

の
も
の
を

早
晩
引

き
直
す
。
蓋

し
総
て

の
も

の
は
、
結

局
其
筈

の
注

則
の
力

に
屈
す

る

か
ら

で
あ
る
。

さ
れ
ば
人
間
を

し

て
よ
く
己
れ
を
理
解

せ
し

め
、
彼
が
己

れ
の
内

外

に
於

て
な

さ
ね
ば

な
ら

濾
岡
孚

に
於

て
「、
決

し
て
勇
魚
を
失
な

は
せ

る
な
。
人
聞

を
し

て
信

仰
を
固
持

し
、

屈

せ
ず
澆

ま
す

奮
圏
せ

し
め
よ
。
創

造
者

は
人
聞

が
通

過
せ
ね
ば
な

ら

諏
無

限
の
途

に
於

て
、
彼

の
前

に
、
各
勝

利
に
封
ず

る
褒

賞

ε
し
て
、
新

し
き
、
常

に
益

々
人
な

る
善

を
備

へ
て
居

る
の
で
あ

る
。
・

ヲ
メ

ソ
子
一
の
眺
會
哲
學

の
要
領
は

、
以
上
述

べ
し
が
如

き
も

の
に
し

て
、
夫

れ

に
よ
り

て
彼

の
肚
會

思
想

の

中
に
、
今
日

よ
ゆ
見

る
も
如
何

に
重
要

な
る
頭

物
が

含
蓄

遷
れ
て
居

る
か
は

、
明
ら

か
で
め

る
ご
思

ふ
が
、
終

り

に
余

は
大
革
命
後
砒
會

連
帯
思
想

を
始

め
て
明
白

に
説
述

し
た

も

の
ε
し
て
、
簿
統

派
の
人

々
の
肚
會

連
帯

思
想

を
簡

単

に
評
慣

し
て
置

く
。

ラ五

一

般

的

蔀

償

夫

れ
佛
國

の
革
命
は
思
想
史

上

よ
り
見

れ
ば

、
第

十

八
世
紀

の
極
端

な

る
個
人
主
義
、
自
由

主
義

の
締

結

で
あ

る
。
而

し
て
夫
れ
は
封
建
的
諸

制
度
を
根
本

的

に
破

壊

し

た
が

、
併

し
夫
れ

が
破

壊

し
得

な
か

っ
た

一
の
重

大
な

る
勢
力

が
あ

っ
た
。

暴

れ
即
ち

カ
ト
リ
ッ
ク
漱

會

で
あ
る
。

さ
れ
ば
反
革
命
的
反
動

思
想

が
、
先

づ
同
漱
舎
内

か

ら
起

つ
た
の
は
當
然

で
あ

る
。

而
し
て
斯

の
反
動

思
想

を
代
表

し
で
最
も
有
力

な

る
も

の
は
侮
統

派

で
あ

っ
た
。

是

れ
傭
…統
振

は
さ
き

に
述

べ
し
如

く
、

輩
純

に

カ
ト

リ

ッ
ク
思
想

を
冑旦
傳

す

る
も
の
で
な
(
、

其

の

根
抵

に
於

論

叢
.

傅
統
涯
の
肚
會
連
帯
思
姐
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
五
號

三
五
)
、
六
七
・九



'

論

叢

傳
統
派
の
祉
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
五
號

三
六
)

大
入
0

て
、
近
代
思
想

の
獲
達

上

か
ら
見

て
、
甚

だ
重
要
視

す
好

き

一
定

め
観

念
を
含

ん
で
居
る

か
ら
で
あ

る
。
億
…読
振

の
根
本

思
想
は

ざ
き
に
述

べ
し
如

く
、

個
人

の
自
律

性

に
反
劉
す

る
橿
威

の
思
想

で
あ
る
が
、
同
派
は
此

の
権
威

を
先

づ
個
人
的
理
性

の
上

に
め

る
普
遍
的
理
性

即
ち

同
派

の
云
ふ
眞

の
理
性

に
於

て
求

め
た
。
而

し
て
其

の
黙

に

於

て
は
億
…読
振

は

カ

ン
ト
以
後

の
濁
逸

思
想

主
義

の
哲
學
者

ざ
同

一
の
方
針

を
執

っ
た
の
で
あ

る
。
術

ほ
共

の
普

遍
的
理
性

の
働

き
は
先
天
的

に
現
は
れ

る
も

の
で
な

く
、
肚
會

の
歴
史
的
獲
展

に
於

て
現
は

れ
る
も
の

ご
見

る
黙

に
於

τ
、
べ
ー
ケ

ル
の
先
壁
者

で
あ

る
ε
も

云
ひ
得
ら

れ

る
。
併
し
傅
統
振

は

一
般

に
其

の
普
遍
的

理
性

の
歴
史

的

獲
展

を
、
カ
ト
リ

ッ
ク
轍
舎
内

に
局
限
し

て
考

へ
た
。
足
れ
共

の
特
徴

で
あ

る
ε
同
時

に
、
叉
其

の
偏

見

に
し
て
、
而

し

て
此

の
偏

見
を
脱
却

し

て
、
普
遍
的
理
性

を
考

察

し
た
黙

に
、
ラ
メ
ソ

子
1
の
功
績

が
認

め
ら

れ

る
の
で
あ
る
。

吾
人
は
右

に
述

べ
し
如

く
、
傳
統
涙

の
根
本
的
方

針

ご
カ

ン
ト
後

の
凋

逸

理
想
主
義

の
獲
蓮

の
根
本
的
方

針

`

の

一
致

を
畳

る
ε
何
時

に
、
両
者

の
歴

史
的

關
係

の
問
題

が
、
自

か
ら
吾
人

の
念

頭

に
浮

ぶ
の
で
あ
る
が
、
ウ

イ

ソ
デ

ル
バ
ン
ト
の
論
ず

る
庭

に
よ
れ
ば
、
傳

統
涙

の
根
本

思
想
は

シ
ュ
レ
ー
ゲ

ル
を

通
じ

て

フ

4
ヒ
プ
や

ノ
ヴ

ァ

リ

ス
の
思
想

の
傳

は

っ
た

も
の

ふ
如

く

に
解

さ
れ

る
。
併

し
足
れ
は
借

ほ
詳

し
き
研
.究
を
要
す

る
問
題

で
あ

る
ざ

思

ふ
。

(≦
冒
血
9
σ昌
9

国
。葺
Φ
・,
Ω
①・。。三
島
⑦
喜

ぎ
。,o
℃
窪
o
・
中
腎
包

坤Φ旨
・
国
透

韓

bご
碧
島
,)
拙
著

「新

理
想

主
義

の
歴

史
哲
學
」
後
篇

(
二
)
第

二
節
参

考
)

余
は
先

づ
右

に
述

べ
し
黙

に
於

て
、
傳
統

涯
の
根

本
思
想

に
近

代
哲
學

思
想

の
獲
達

上
、
注
目
す
可

き
重

大
な

●

■



る
或
物

の
含
ま
れ
て
居
る
こ
蓬
を
指
示
七
て
撞
い
て
、
足
れ
よ
り
特

に
同
派
の
肚
會
哲
學
に
於
け

る
肚
會
連
帯
思

想

の

一
般
的
許
儂
を
試
み
た

い
ε
思
ふ
が
、
先
づ
、
ヅ
、
メ
ー
ト
ル
の
思
想
に
就
て
考
察
す

る
。

ヅ
、
メ
ー
ト
ル
は

さ
き
に
述

べ
し
姐
く
、
思
惟
の
組
織
的
訓
練
を
敏

い
て
居
る
が
、
併
し
甚
だ
熱
烈

に
個
人
主

義
、
自
由
主
義
を
攻
撃
し
て
、
大
に
世
の
注
意
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
革
命
及
び
肚
會
的
棄
齪
を

詳

し
一
分
析
し
て
、
夫
れ
が
ル
ネ

サ
ン
ス
思
想
、
宗
激
改
革
思
想
及
び
デ
カ
ル
ト
哲
學
等
即
ち
近
世

の
宗
教
的
及

び
哲
學
的
個
人
主
義

の
政
治
上
及
び
肚
曾
上
に
於
け
る
必
然
的
結
果
で
あ
る
こ
巴
を
論
述
し
、
此
庭
に
先
づ
悪

に

於
け
る
入
間

の
連
帯
性
が
誇
明
さ
れ
て
居
る
ε
考

へ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
彼
は
歴
史
の
考
察

に
よ
り
て
悪
に
於

け

る
如
く
、
天
養
に
於
け
る
連
帯
性
が
謹
明
さ
れ
て
居
る
ビ
考

へ
た
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
彼
は
善
悪

に
於
け
る

人
間

の
連
帯
性
を
原
理
ε
し
て
、
人
類
の
歴
史
、
国
民
の
幸
不
幸
、
治
謝
、
盛
衰
を
説
明
し
、
叉
人
類

の
將
來
の

進
歩
を
圖
ら

ん
こ
し
た
の
で
あ
る
。
而

し
て
今
日
の
連
帯
主
義
も
、
善
悪
に
於
け
る
人
間

の
連
帯
性
を
大
に
高
調

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
但
し
ヅ
、

メ
ー
ト
ル
は
之
を
根
本
的
に
宗
激
的
意
味
に
解
し
、
且

つ
圭
こ
し
て
時
間

に
於

て
之
を
考

へ
て
居
る
が
、
今
日
の
連
帯
主
義
は
全
く
宗
激
的
意
味
を
斥
け
て
純

科
學
的

に
之
を
解
し
、
且
つ
時
間

.
に
於
け
る
連
帯

ε
同
様

に
、
又
塞
問
に
於
け
る
連
帯
を
強
調
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
さ
は
れ

セ
ク

レ
タ
ソ
や
ル
ヌ

ヴ
イ

エ
ー
等

の
餌
學
者
の
連
帯
思
想
に
は
、
省
ほ
宗
鍬
的
意
味
が
明
ら

か
し
含
ま
れ
て
居
る
こ
ぜ
は
、
注
意
す
可

き
で
あ
る
。
而

し
て
善
思
に
於
け
る
人
間
の
連
帯
ご
云
ふ
こ
ε
を
ヅ
、
メ
ー
ト

ル
の
如
く
宗
漱
的

に
解
す
る
に
於

論

難

傳
統
派
の
蕃

連
帯
思
想

(二
・完
)

第
†
五
巻

(第
五
號

三
七
)

⊥
ハ
杢

`



画

論

叢

傳
統
派
の
耽
會
.浬
帯
思
想
〔二
・完
)

第
レ
五
巻

(第
五
號

一、一八
)

大
入
二

て
は
異

論

の
起

る
の
は
當

然

で
あ

る
が
.
併

し
之
を

現
代

の
生
物
學

及

び
耐

曾
學

の
研
究

に
基

き
、
純
科
學
的

に

解
す

る
に
於

て
は
、
恐
ら

く
は
何
人
も

之
を
承

認
せ

ざ

る
を
得

な

い
ε
思

ふ
。

併

し
ヅ
、

メ
ー
ト

ル
は
只
人
間

の
善
悪
連
帯

の
原

理

を
立

て
る
だ
け

で
は
満
足
す

る
こ
ε
が
出
家
す

、
更

に

一

層

深

い
原
理
を
求

め
た
。

而
し
て
彼
は
宇
宙

に
於
け

る
統

…
の
原
理
及

び
差
別
或

ば
個
性

の
原
理

に
到
達

し
た
。

要

す

る
に
彼

の
考

へ
る
庭

に
よ
れ
ば

、
悪

は
差

別
或

は
個
性

に
存

し
、
善
は
統

一
に
存
す

る
の
で
あ

る
。
併

し
彼

は
個
性

を
以

て
直
ち

に
悪

で
あ
る

ε
ま

で
は
考

へ
な

か

つ
陀
。
足

れ
彼

は
璽
魂

不
滅
を
信

じ
、
而

し
て
其

の
信
仰

は

人
間

の
人
格
性
或

は
個
性

を
離

れ
て
は

全
く
無

意

味

で
め

る
ご
考

へ
た
か
ら

で
あ

る
。
街
ほ
彼

は
統

一
及
び
個

性

の
原

理

に
就

て
は

、
ま
だ
之
を
論
理
的

に
深
く

、

又
組
織
的

に
論
究

し
て
居

な

か

っ
た
。
而

し
て
傅
統

涙
の
立

場

か
ら

、
此

の
論
究

を
大

成

し
た

の
は

、

ラ
メ
ソ
子

一
で
め

っ
た
の

で
あ
る
。

ヅ
、

メ
ー
ト

ル
は

又
さ
き
に
述

べ
し
如
く
、
彼

の
肚

會
連
帯
思
想

を

ヵ
ト

ソ

ツ
ク
漱

の
敏
義

の
イ

ソ
ス
ピ

レ
ー

シ

ヨ
ソ
に
よ
り

て
立
論

し
、
叉
之
れ

に
よ
り
て
裏
附

け
て
居

る
の
で
あ

る
が
、
要
す

る
に
近
代
肚

會
連

帯
思
想
は

、

歴
史
的

に
は
基
督
激

の
イ

ン
ス
ピ

レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ

り
て
獲

生
し
、
又
鞍
達

を
始

め
陀

の
で
あ
る
。

而

し
て
今

日

の
肚
會
連
帯

思
想
も
結

局

は
基
.督

漱

の
愛

の
思
想
や

、
.慈
善

の
思
想

を
、
多

少
科
學
的

な
言
葉

で
云
ひ
表
は
し

π

も

の
に
過

ぎ
な

い
ε
云

ふ
説

は
、
基

督
激
會

の
聾
者

に
よ
り

て
唱

へ
ら

れ
て
居

る
の

で
あ

る
。

之
れ

に
謝

し
て
肚

會
蓮

帯
主
義

者
は
大

に
辯

明
に
努

め
、
祉

會
連
帯
主

義

の
眼
目
は

っ
ま

b
宗
敏
や
形
而
上
學
を
離

れ
、
實

講
料
學



式
倫
理
的
観
念
に
基

い
て
新
し
き
倫
理
、
新

し
き
肚
會
思
態
を
確

立
す

る
に
在

る
ε
主
張
し
て
居

る
。
余
は
此
虚

で
は
此
の
問
題
に
は
嬲
れ
す
に
置
く
が
、
併
し
歴
史
的
に
見
て
近
代
肚
會
連
帯
思
想
が
基
督
敷
の
影
響
少
な
く
も

宗
敷
的
思
想
の
影
響

の
下
で
腰
生
し
、
叉
獲
蓮
L
來
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
ε
は
、
傳
統
派
の
胱
會
連
帯
思
想
に
於

て
明
ら
か
に
認
め
ら

れ
る
の
み
な
ら
す
、
叉
賞
讃
主
義
者
や
新
批
判
主
義
者
の
猷
會
連
帯
思
想

に
就
て
見
る
も
明

ら
か
に
認

め
ら
れ
る
の
で
め
る
。
要
す

る
に
佛
國
大
革
命
後
に
於

け
る
肚
會
連
帯
思
想
は
、
少
な
く
も
干
八
百
八

十
年
代
順
ま
で
は
、
根
本
的

に
は
宗
敷
的
思
想

の
影
響

の
下
で
、
獲
達

し
だ
も
の
ε
認
め
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

術
ほ
ヅ
、
メ
ー
ト
ル
の
耽
會
思
想
に
就
て
注
意
す
可
き
は
、
彼
は
政
治
的
個
人
主
義
を
宗
鍛
的
及
び
哲
學
的
個

人
主
義

の
自
然
的
結
果
ご
し
て
、
・両
者
を
合
せ
て
攻
撃
し
非
難
す

る
こ
一し
起
、
専
ら
カ
を
盤
く
し
た
が
、
併
し
実

れ
ε
同
時
に
亦
近
世
経
濟
的
個
人
主
義
即
ち
近
世
資
本
主
義
も
亦
、
同

じ
く
察
敷
的
及
び
哲
學
的
個
人
主
義
の
自

オ

ノ
ゾ

然

の
結

果

ε
見

て
、
之
を
攻
撃

し

た
ε
云

ふ
こ
蓬
で

あ
る
。

か
く

て
彼

は
自

か
ら
勢
働

者
問
題

、
救
貧

問
題

に
も

目

を
注
が
ざ

乃
を
得

な
か

っ
た

の
で
、
而

し
て
彼

は

「
種

の
復
古
主
義

的
肚
會

政
策

を
唱

へ
陀

の
で
め

る
。
此

の

事

は

つ
ま
り
、
肚
會

連
帯

思
想
は
如
何

な

る
立
場

か
ら
立
論

さ
れ
て
毛
、
勢
働
者
問
題

ご
必

然
的
關
係

を
有
す

る

こ

ご
を
謹

明
す

る
も

の
こ
思
は
れ

る
の
で
あ

る
。

次
に
ヅ
、

ボ
ナ

ル
の
砒
曾

哲
學

に
就

て
考
察

し
で

見
よ
う
。

今
ヅ

、
ボ
ナ

ル
の
肚

會
思
想

に
於

て
、
吾

人

の
先

づ
注

意
す
可

き
は
彼

の
甦
會

の
概
念

で
あ
る
。

而

し
て
彼

の

論

難
凧

傳
統
派
の
剛胆
會
連
帯
田心想
(二
・完
)

餓
叩十
五
巻

(第
五
號

[二
九
)

山八
八
「二

噂
1

.



論

叢

傳
統
派
の
証
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

第
+
五
巻

黄
玉
號

四
〇
)

大
八
四

耽
會
概
念
に
於
て
先

づ
注
意
す
可
き
は
、
.類
似
ε
李
等
を
歴
別
し
、
類
似
ε
不
孝
等
ε
の
結
合
、
或
は
類
似
せ
る

人
間
の
、
其
の
「
能
力
及
び
力
」
の
不
孝
等
に
基
け
%
結
合
を
以
て
、
肚
會

の
真
相
ε
見

る
事
で
あ
る
。
此
献
曾
概

念
は
其
の
云
ひ
表
は
し
方

に
拘
泥
せ
す
し
て
、
其
根
本
思
想
を
掴
む
ご
、
今
日
肚
會
単
音
が

一
般
に
祉
會
に
就
て

立
て

、
居
る
概
念
ざ

一
致
し
て
居

る
の
で
、
要
す

る
に
今
日
醜
會
學
に
於
て
は

一
般

に
、
砒
會
は

つ
ま
し
類
似
ε

差
異
ご
の

一
定
の
結
合
で
あ
る
ε
解
さ
れ
て
居
る
の
で
め
る
。
次
に
注
意
す
可
き
は
、
ボ
ナ

ル
は
入
間

が
糺肌
曾
を

造
る
ε
云
ふ
だ
け
で
な
く
、
叉
　肛
會
が
人
間
を
造

る
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
説
て
居
る
黙
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
第
†

九
世
紀
に
於
て
肚
會
が
人
間
を
造
る
宅

云
ふ
思
想
を
、
始
め
て
明
白

に
畜
越

し
た
の
は
彼
れ
で
あ
を
ε
思
ふ
が
、
此

の
思
想
は
近
世
耐
曾
學
の
創
設
者
だ
も
云
は
れ
る

4
ソ
ト
の
肚
曾
學
に
於
て
、
更
に
其

の
後
の
.瓶
會
學

に
於
て
、

如
何
に
重
要
な
る
も

の
ε
な

っ
て
居
る
か
を
考

へ
る
時
、
吾
人
は
ヅ
、
ボ
ナ
ル
の
卓
見
を
讃
嘆
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

ヅ
ボ
.ナ
ル
は
右
に
述
し
が
如
き
肚
會
概
念
に
基

い
て
、
肚
會
連
帯

の
思
想
を
立
て
、
肚
會
的
奉
仕
を
以
て
道
徳

の
骨
髄

ご
見

て
居
る
の
で
め
る
。
併
し
彼
は
不
卒
等
の
原
理
の
結
果
ご
し
て
當
熱
心
會
に
階
級
制
度
が
存
立
す
可

き
も
の
ご
考

へ
、
且

つ
肚
會
連
帯
を
階
級
問

の
連
帯
の
意
味

に
解
し
て
居
る
。
而
し
て
血
曾
問
題
の
解
決

に
於
て
は

一
種
の
保
守
的
國
家
肚
會
主
義
を
説
て
居

る
の
で
、
吾
人
は
彼
を
以
て
国
家
肚
會
主
義
の

一
先
畳
音
で
め
る
ε
認

め
る
こ
己
が
出
家
る
ピ
思
ふ
。
但
し
ヅ
、
ボ
ナ
ル
や
ヅ
、
メ
ー
ト
ル
を
始

め
傳
統
派
の
人
々
は
、
趾
曾
問
題
の
根
本
的

解
決
は
決
し
て
経
済
的
改
善
に
、よ
り
て
の
み
得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
肚
會
が
厳
密
な
る
道
徳
的
知
力
的
及
び
宗

,

「



■

藪

的
統

一
に
導

き
蹄

へ
さ
れ

る
時

、
世

俗
的
権
威

が

.心
竪
的

権
威

ε
同
様

に
、
位
階
的

に
組
織

さ
れ
且

つ
遣
奉

さ

れ

る
時
、
始

め
て
實

現

し
得
ら

れ
る
も
の
な

る
を
強

調

し
た

の
で
あ

る
。
要
す

る
に
鯨
統

涙

の
肚
會
哲
學

は
根

本

的

に
宗
激
的
殊

に
カ
ト
リ

ッ
ク
激
的
及

び
貴
族
土
義

的

で
あ

る
。
而
し

て
其

の

カ
ト
ソ

ソ
ク
激
的
及

び
貴
族
主
義

的
色

彩
を
全

く
除
去

し
て
、
之
を
純

宗
緻
的
哲
単
射

及

び
民
主

々
義

的

に
　蟹
蓬

さ
せ
た

の
は

う
メ

ソ
ネ

ー
で
あ
る

そ

れ
で
終

り
に

ラ
メ

ン
ネ

ー
の
肚
會

哲
學
及
び
肚
會

連
帯
思

想

に
就

て
少

し
く
考
察

す

る
こ
ε

、
す

る
。

今

ラ
メ

ソ
ネ

ー
も

亦

さ
き

に
述

べ
し
如
C

、
翼

の

権
威
を
探
究
す

る
こ
こ
か
ら

、
肚
會

哲
學

的
考
究

に
湛

ん
で

ズ

居
る
が
、
彼
は
傭
主
が
勢
働
者
を
墜
訂
す
る
権
威
は
利
己
的
利
益
或
は
欲
情
を
目
的
ε
す
る
も
の
に
し
て
、
臭

の

椹
威
で
は
な
い
ε
考

へ
、
而
し
て
共
の
似
而
非
的
擢
威
の
起
源
を
理
解

七
よ
う
・し
し
て
、
所
謂
賃
銀
鐵
則
の
観
念

に
到
達

し
、
而
し
て
勢
働
者
の
解
放
を
以
て
肚
會
問
題
の
主
眼
で
あ
る
ご
見
た
の
で
み
る
。
併
し
彼
の
見
る
威

で

は
勢
働
者
の
解
放
に
は
脛
濟
的
改
善
は
も
ε
よ
り
肝
要
で
あ
る
が
、
し
か
も
更
に
根
本
的

に
肝
要
な
る
は
倫
理
的
、

精
神
的
改
善
で
あ
る
。

つ
ま
b
勢
働
者
が
自
罷
し
て
、
己
れ
自
身

の
精
神
的
政
造
を
行
な
ふ
こ
ε
に
よ
り
て
、
彼

等
の
間

に
眞
に
連
帯

の
精
神
が
普
及
し
、
又
夫
れ
に
よ
り
て
健
實
な
る
組
合
が
組
織
せ
ら
れ
、
以

て
就
曾
問
題

の

眞

の
解
決
が
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
勢
働
者
の
経
済
問
題
は
夫

よ
り
も
遙
か
に
深
大
な
、
叉
精
神
的
な

歯

一
問
題

の
軍

に
外
部

的

一
方
面

に
過

さ
な

い
の

で
あ

る
。

余
は
右

の
如

く
に
、
勢
働

者
問
題
は
根
本
的

に
は

勢
働
者

の

精
神

的
政
造
問
題

に

し

て
、
勢
働
者

の
自
畳

的

論

叢

傳
統
派
の
祉
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

第
†
五
巻

(第
五
號

四

こ

六
八
五

,

,



'

論

叢

傳
統
滋
の
肚
會
連
帯
思
想
(二
・完
)

"

第
十
五
巻

(第
五
號

四
二
)

六
八
六

、

精

神
的

改
造

、
連
帯
精

帥

の
殿
達
及

び
健
實

な

る
組

合
運

動
等

に
よ
り

て
、
始

め
て
勢
働

者

の
健

實
な

る
解
放

が

成

就

さ
れ
る
も
の

覧

る
ラ

・
ソ
ネ

あ

思
想

は
、

蕾

に
歴
史
的

に
考

へ
て
重

要
で
あ

る
ば

か
り

で
な

K
、
實

質

、

も

的
に
考

へ
て
今
日
甚

だ
重
大
な
る
意
味
を
有

っ
て
居
る
ご
思
ふ
。
余
は
現
代
勢
働
運
動
の
根
本
的
使
命
は
新
文
化

の
創
造
或
は
獲
達
に
あ
る
か
ら
、
勢
働
者
階
級

⑳
自
量
的
精
碑
改
造
、
連
帯
の
精
神
及
び
健
實
な
る
組
合
運
動
の

獲
蓮
を
重
要
睨
す
る
黙

に
於
て
は
、
ラ
メ
ソ
ネ

ー
の
思
想
を
大
膿
上
承
認
す

る
の
で
め
る
。
構
ほ
総
て
支
配
な
る

も
の
は
、
之
を
行
な

ふ
も
の
」
何
人
或
は
何
階
級
た
る
を
問
は
す
、
本
來
不
正
義
、
悪

に
し
て
、
而
し
て
資
産
者

階
級
の
支
配
を
排
し
て
、
勢
働
者
階
級

の
支
配
を
立
て
ん
ε
す
る
は
、
草
に

一
の
不
正
義
、
悪
に
他
の
不
正
義
、

悪
を
代

へ
ん
ビ
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、不
正
義
其
物
、
悪
其
物
を
根
絶
せ
ん
ε
す
可
き
勢
働
者
運
動

の
本
来
の
使

命

に
背
く
も
の
ご
見

る
ラ
メ
ソ
子
1
の
思
想
や
、
文
献
會
問
題
の
解
決
は
徐
々
に
、
し
か
も
健
實

に
實
現
さ
、れ
る

可
き
も
の
で
、決
し
て
急
激
に
即
時
的
に
完
成
さ
れ
る
可
き
も
の
で
な
、い
ε
云
ふ
彼
の
思
想
、
つ
ま
り
勢
働
者
階
級

の
奥
の
解
放
は
、
暴
力
革
命
的
及
び
即
時
的
に
完
成

さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
精
…帥
革
命
的
及
び
進
歩
的
に
實
現
さ

る
可

き
も
の
で
あ
る
ーヒ
云
ふ
思
想
は
、
今
日
の
肚
會
運
動
の
状
態

に
於
て
、
吾
人
の
大

に
注
意
す
可
き
も
の
で
あ

る
ざ
思
ふ
。

ラ
メ

ン
子
1
は
右
の
砒
會
思
想
を
、
更
に
深
く
彼

の
哲
學

の
原
理
か
ら
基
礎
附
け
る
爲
め
に
飛
禽
哲
學
を
建
設

し
た
の
で
、
、其

の
大
要
は
前
節
に
於
て
述

べ
し
が
如
(
で
あ
る
。
而
し
て
彼
の
砒
曾
連
帯
思
想
は
實
在
の
根
本
原

`

`



理

に
よ
b

て
確
立
さ
れ
、
否
な
肚
會
連

帯
思
想
其
物

が
實
在

の
根
本
的

一
原

理
に
練

り
上
げ
ら
れ

た
の

で
あ

る
。

此
虞

に
彼

の
肚
會

哲
學

の
原
理

を

一
力
論
評
す

る
暇

は
な

い
が
、
要
す

る
に
彼

の
宇
宙

全
燈
を
肚
會

ε
見

る
概
念
、

實
在

の
法
則

を
直
ち

に
肚
會

の
法
則
ε
見

る
思
想
.

統

一
の
原

理

ざ
個
性

の
原
理
ご

の
劃
立
井

に
両
者

の
關
係

に

關
す

る
思
想
、
自
由

ε
法
則
ε
の
關
係

及

び
自
由

ε

悪

ご
の
開
悟

に
關
す

る
思
想
、
悪

の
始
源
及

ぴ
悪

に
封
ず

る

闘
争
井

に
其

の
征

服

の
可

能
性

に
關
す

る
思
想

.
進

歩

の
観
念
等

の
中

に
は

、
今
日

の
砒
會

哲
學

か
ら
見

て
注
意

す
可

き
重
要
な

る
幾

多

の
思
想

が
含
ま

れ
で
居

る
。

今
日

の
社

倉
哲
學
及

び
肚
會
畢

に
於

て
、
只

云
ひ
表
は

し
方

が
異

な

っ
て
居

る
だ
け
で
、
實

質
的

に
は

ラ
メ
ソ

予
-
の
所
説

ε
異

な
ら

な

い
も

の
が
少

な
く
な

い
の
で
あ
る
。
,

殊

に
セ

ク

レ
タ

ソ

(Q。
Φ臼
①
冨
9

一
。。
二
⊥
。。
嶺

)
や

ル

ヌ
ヴ

イ

エ
ー

(囚
o
蓉
二乱
撃

一。。
引
上
8

い
)
な
ぞ
の
肚
會

連
帯

説

の
肚
會

哲
學

ε
比
較

し
て
、

ラ
メ

ソ
子
1
の
思
想

を
考

究
す

る

こ
ご

に
よ
り

て
、
吾
人

は

ラ
メ

ソ
子
-
の
思
想

の
眞

償
を

明
ら

か
に
理
解

す

る
こ
ε
が
出

来

る
の
で

あ
る
。
そ
れ

で
余
は
彼

の
肚
曾

哲
學

の
詳

し
き
論

評
は
、
別

な
論

文
に
於

て
、

セ
ク

レ
タ

ソ
や

ル

ヌ
ヴ
イ

エ
ー
の
肚

曾
哲
學
及

び
肚

會
連
帯
思
想

を
研

究
す

る
場
合

に
譲

り
、

本
論

交
を

一
先

づ
完
結
す

る
こ
ξ

＼
す

る
。

〔完

結

)

r

.

論

叢

傳
統
派
の
肚
會
連
帯
思
想
(
二
・
完
)

第

十
五
巻
.

(第
五
號

四
三
)

六
八
七

、
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